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九州MaaS
～共創による地域交通づくりと観光活性化の取り組み～

202５年２月

一般社団法人九州MaaS協議会
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■九州の交通の課題

● 続く利用減＋コロナ禍＋担い手不足＝公共交通は危機的状況

出典：九州運輸局資料より

S40 ＝１００とした輸送人員の推移 九州内の乗合バス運転者数
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■九州の観光の課題

● 観光資源が広域分散しているため、中山間部をはじめ、観光地への２次アクセスの整備が必要。
● 旅行消費額において、九州はインバウンド消費額比率が相対的に低いため、長期滞在・回遊促進に資する

九州広域で一体となった取り組みが必要。

2.8兆円
・日本人国内宿泊旅行 2.1兆円
・日本人国内日帰り旅行 0.4兆円
・訪日外国人旅行 0.3兆円

2019年 観光消費額（全国）

2019年 観光消費額（九州）

＜全国＞
海外インバウンド

１７．２％

＜九州＞
海外インバウンド

１０．７％

インバウンドの
消費に

大きな差
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MaaS＝Mobility as a Service 「移動の全てをひとつのサービスに！」

● 既存公共交通の連携に、デジタル活用による新しい移動サービスを合わせて、ひとつのサービスと捉える。
● モビリティサービス構築＋地域のコンテンツとの融合により、移動需要の創出と地域の活性化にも寄与。

+
+

＜プラットフォーム・アプリ＞

ルート検索・予約・決済・利用をワンストップ化

個人の移動ニーズを
より実現可能に

既存の公共交通 新しい移動サービス 地域のコンテンツ

モビリティサービス

■デジタルによるモビリティの変革 ～MaaS～

「MaaS≠MaaSアプリ・オンデマンド型交通・シェアリング」
これらはモビリティの利便性を高める新たなサービス

観光など地域のコンテンツ
（＝移動の目的）とも連携
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共 創

・様々な交通サービスが連携した地域交通ネットワーク
・地域コンテンツと連携した移動需要創出
（観光・生活サービス・行政・商業など）

・少子・高齢化によるご利用減で減便・廃止が加速
・支える労働力も不足
・競争が成立しないマーケットで競争
・コロナ禍で更に危機的状況に

■MaaSが変える地域交通の形

● 地域交通が苦難に直面する中、MaaSの概念が登場したことは大転換・再構築＝「リ・デザイン」の契機。
● MaaSを活用し、持続可能な地域交通ネットワークの構築と地域経済の活性化、住み続けられる地域づくりに貢献。
● 交通手段がなければ観光地への到達も難しくなる。地域交通の維持は観光の観点からも大きな課題。

競 争
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■モビリティサービス・MaaSの取組みに必要なもの

シームレスなモビリティサービス＝交通事業者がつながること
1社のサービス・狭いエリアでは成立しない

地域のコンテンツとの融合＝業種を超えた様々なプレイヤーとの連携
交通事業者だけの取り組みではない

観光や商業など地域のコンテンツとの連携が必要

リソースの確保＝持続可能なスキームづくり
MaaSは「アプリを導入して終わり」ではない

地域の交通政策との連携も重要

開発・維持し続けるための「ヒト・モノ・カネ」も必要

交通事業者１社の取り組みでは実現不可能

交通事業者・地域が一体となった「共創」が大前提
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■拡がる交通事業者の「共創」 ～「輸送サービス連携」協定～

【輸送サービス連携】
2019.5 第一交通産業・JR九州
2019.10 西日本鉄道・JR九州
2021.9 【宮崎県】宮崎交通・JR九州
2021.9 西日本鉄道・第一交通産業・JR九州
2022.3  【熊本県】九州産交バス・タクルー・JR九州
2024.10 【大分県】大分バス・JR九州

【路線バス共同経営】
２０２１．４ 熊本市 路線バス５社共同経営（全国初）
２０２２．４ 長崎市 路線バス２社局共同経営

● 過去の「競争の歴史」を乗り越え、九州内各地で「交通事業者間の共創」の動きが広がる。
● 「輸送サービス連携」の手段の一つとして「MaaS」を活用。

【路線バス共同経営】
地域旅客運送サービスの持続的な維持のため、乗合バス事業者が共同して、運行
事業者の一元化等による運行効率化を通じた収支改善を図るとともに、ダイヤの
調整により運行間隔を平準化し利便性の向上を図る取り組み。
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3.当社が描く将来ビジョン
■今後あるべき交通ネットワークの方向性

幹線

支線

地域交通

補完交通

● 交通ネットワークを階層的にとらえ、それぞれのプレイヤーが自らの得意分野で社会的役割を果たす。
● 多モード連携・階層型の交通ネットワークの構築により、地域におけるモビリティの維持・向上を図る。

新しい地域交通もパーソナルモビリティも
交通ネットワークとして捉える
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・利用減に伴うネットワーク縮減
・労働力の不足
・各モードの連携が薄い
・既存のネットワークから切り離され
た地域に閉じた代替交通サービス
・競争が成立しない環境下での競争

・各モードの特性・資産を活かした
新たな交通ネットワークの構築
・新しいモビリティの活用
・MaaSアプリを活用したシームレ
スで利便性の高いサービス
・観光・商業など移動目的との連携

持続可能で利便性の高い
交通ネットワークの実現

観光の利便性・回遊性の向上

■フィジカル連携とMaaSのイメージ

● MaaSアプリ=“フィジカル連携の価値向上”と“モビリティと移動目的をつなぐ”重要なツール
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委員長 宮崎交通
副委員長 ＪＲ九州

＜交通事業者など＞
宮崎交通・宮交タクシー
西日本鉄道・ＡＮＡ
トヨタ自動車・宮崎トヨタ自動車
オーシャンブルースマート

＜自治体＞
宮崎県 宮崎市 日南市

＜観光団体＞
宮崎県観光協会 宮崎市観光協会 日南市観光協会

＜アドバイザー＞
国土交通省（九州運輸局・宮崎運輸支局・宮崎河川国道事務所）
宮崎大学 九州観光推進機構 地元フリーアナウンサー

2019年12月設立。
参画企業の負担金と国土交通省・沿線自治体の補助・協賛により運営。

■官民共創によるMaaSの推進 ～宮崎県の事例～

● 官民が一体となった実行委員会で運営。
● 民はJR九州・宮崎交通・宮崎トヨタ自動車の異業種３社が連携。

交通事業者間・官民・他分野共創
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■九州各地に広がるMaaSの取り組み

■熊本県 2023年1月28日～
2020年5月~ 水俣市
水俣MaaSプロジェクト実行委員会によりスタート
＜事務局：UTモビリティーサービス（株）＞

2023年1月28日～
県内全域で交通事業者が連携開始

九州産交バス、JR九州、熊本市交通局、
UTモビリティーサービス、Takuroo

肥薩おれんじ鉄道、熊本電鉄、熊本都市バス、西鉄他

■佐賀県 2022年1月～
西鉄・JR九州・Seed HD・祐徳自動車他

■長崎県 2022年8月～
長崎自動車、JR九州
長崎県交通局、西肥自動車、長崎電気軌道、
松浦鉄道、ラッキー自動車、西鉄、トヨタレンタ
リース長崎他 ■宮崎県 2020年11月～

宮崎交通、JR九州、西鉄

■福岡県（糸島）2021年2月～
Seed HD（福岡トヨタ・昭和自動車）

■福岡県
2018年11月 実証実験開始
2019年11月 本格実施開始

西鉄、JR九州、第一交通産業

■沖縄県 2022年2月～
第一交通産業
（琉球バス交通、那覇バス、第一マリンサービス）
沖縄バス、東洋バス

■大分県
2022年2月～ 由布院でサービススタート

亀の井バス、JR九州、西鉄、第一交通産業
2023年1月12日～ 大分空港MaaS実証実験
大分交通、大分バス

● 西鉄・JR九州が各地のバス事業者等と協力して展開。
● 「my route」を活用する官民連携のMaaS実行組織が、2020～24年にかけ各県に設立される。

太字は実行組織の
委員長・副委員長会社

■鹿児島県 2024年3月～
鹿児島県 県内事業者と実行委員会を設立
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■九州各地に広がるMaaSの取り組み

● プラットフォーム側の動きも盛んで、様々なアプリサービスや取り組みが展開
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■各地での取り組みから見えてきた課題

モードをまたいだ交通事業者間の共創
＋

交通事業者間・地域のコンテンツとの共創を推進する手段として「MaaSを活用」

見えてきた課題

MaaSプラットフォーマーによる「陣取
り合戦」の様相。

地域内で複数のプラットフォームが乱
立するとお客さまの利便性は著しく
低下。

PFが増えれば交通事業者のリソース
負荷も増加。

「ICカードの二の舞はNG！」

厳しい経営環境下と一大変革期において進むべき方向性

極めて厳しい経営環境の影響。

交通事業者が、新しいことに取り組む
リソース（コスト負担能力・人材・技術・
ノウハウ）が決定的に不足。特に中小
事業者で顕著。

一過性の取り組みに終わらない
持続可能なスキームの構築が必要。

リソースの不足スピードが必要

取り組みから

見えてきた課題

県単位で進めることの限界

人は、行政区域（県境）と関係なく、広
域に移動する。
インバウンドなど観光客の回遊性を
高める取り組みが必要。

アフターコロナの観光誘致に向けて、
全国規模で地域間競争も始まる。

JR九州・西鉄、民間事業者のみで九
州7県と個別に協議することの限界。

「九州各県の取り組み」から「九州が一体となった持続可能な取り組み」にすることが必要
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■九州が一体となった持続可能な取り組みに向けて

2021年秋、官民が一体となった様々な取り組みを推進する九経連に相談。 九経連・JR九州・西鉄で検討を開始。

第４１回九州地域戦略会議（２０２２.6.1）で、九州広域でのMaaS構築に向けた「九州MaaSプロジェクト研究会」の
立ち上げを九経連倉富会長から提案。官民が一体となり、「九州MaaSグランドデザイン」の策定に着手。

「九州各県の取り組み」から「九州が一体となった持続可能な取り組み」にすることが必要
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設 立：2003（H１５）年10月２８日

目 的：「九州はひとつ」の理念のもと、官民一体となって九州独自の発展戦略の研究や具体的施策の推進に
取り組む。年２回（春・秋）の定例会議で意思決定する。
※主に国の地方創生戦略に基づいて策定した「九州創生アクションプラン」を官民協働で推進。

九州地方知事会 会長 河野 俊嗣 （宮崎県知事）共同議長

九州経済連合会 会長 倉富 純男 （西日本鉄道会長）共同議長

沖縄県知事 玉城 デニー監 事

九州経済連合会 副会長 柴戸 隆成 （福岡銀行 会長）監 事

【行 政】
九州地方知事会会員各県知事
【経済界】
九州経済連合会会長等
九州商工会議所連合会会長等
九州経済同友会代表委員
九州経営者協会会長

委 員

九州地方知事会・九州経済連合会共同事務局

■九州地域戦略会議

２０24年10月22日 第４6回九州地域戦略会議における各県知事と経済界委員の記念撮影
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「
２０３０２０２９２０２８２０２７２０２６２０２５２０２４202３202２年度

イベント
チェック
ポイント
等

研究会

準備会

九州MaaSプロジェクト研究会
（２０２２年8月～2023年５月・全7回）

●九州MaaS構築提案（６月）
＃４１九州地域戦略会議

九州MaaS
グランドデザイン承認（５月）
@＃４3九州地域戦略会議

九州MaaS実行組織準備会（7月～3月・全9回）

●九州MaaSアプリ選定
官民費用負担の基本的枠組み
決定（10月） @＃４４九州地域戦略会議

グランドデザインに沿って具体化作業を進める
・サービスPFにﾄﾖﾀﾌｨﾅﾝｼｬﾙｻｰﾋﾞｽ㈱“my route”を選定
・運営費用負担の按分協議 「官：民＝1:1 国庫補助は民に充当」で合意
・協議会立ち上げ準備
・サービスコンテンツ、データ利活用、プロモーションの各WG活動

九州MaaSの目指す姿・社会実装の
基本構想＝グランドデザインの策定

●サービスイン (8/1)

取組内容検証・評価

【KPI】参画事業者

６０以上

【KPI】参画事業者

１００以上

GD計画終期

●九州MaaS協議会設立(4/1)

●協議会創立総会(3/11)

●九州MaaS記者発表（6/４）
＃４５九州地域戦略会議

スタートアップ支援期間

■九州MaaS開始までの経緯

STEP１＝関係者間で目指すべき姿を共通言語化・・・九州MaaSグランドデザイン
↓

STEP２＝官民による実行組織検討・・・・・・・・・・・・・・・九州MaaS協議会
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周遊環境の未整備・インバウンド消費の見劣り公共交通崩壊への深刻な懸念

九州MaaS実施の背景・課題感

公共交通の問題 九州観光の問題

九州広域での官民・交通事業者間の共創・連携による「九州MaaS」

これまでと同じ形で地域の公共交通サービスを維持・提供し続けるすることは難しい
観光地へのアクセス確保、広域周遊に資するサービス、インバウンド対応など観光振興の観点でも重要

■九州MaaSの背景と狙い ～九州MaaSグランドデザイン～

「４つの基礎理念」

「4つの取り組み」
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【運営体制】 （抜粋）

○「協議会」を主体とした運営
九州で一体となったMaaS施策の戦略的な立案・実行に必要な実効性を担保するため

に、一つの主体＝「協議会」により運営。

〇「協議会」の主なミッション
①サービスプラットフォームの調達・運用・プロモーション
②官民・事業者間連携による九州共通施策の実施
③データ利活用プラットフォームのPoC・調達・運用
④フィジカル連携等の推進
⑤ナレッジ集約、人材の確保・育成

【費用負担】
○官民共同負担
①九州MaaSの必要性、②九州MaaSの「社会インフラ」としての公共性、③「共創」の取
組により地域交通をリ・デザインすべきという政策的要請、④公共交通ネットワークが維
持されることによる地域社会・経済への裨益、⑤自治体におけるデータ利活用の可能性
等を考慮し、官民の共同の負担で継続的に賄う。

→「官民負担割合は１：１」

「九州MaaS協議会」は

「厳しい経営環境下にある九州の交通事業
者がモードを超えて一つになり」

「九州の官民プロジェクトとして位置づけ」

「官民共同負担で持続可能な取り組み」に

●九州MaaSの運営等

■九州MaaSの背景と狙い ～九州MaaSグランドデザイン～

サービスプラットフォーム＝my routeの
調達・運用・プロモーションも官民共同負担
で実施

Point1 統一サービスプラットフォーム・フィジカル連携・ナレッジの集約と展開・データ利活用

Point２ 共創による持続可能性の向上と事業者の規模に関わらず参画しやすいスキームづくり

九州MaaS協議会の目指す姿九州MaaS協議会の目指す姿
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● トヨタファイナンシャルサービス㈱が開発・提供するスマホアプリ。
● 交通事業者は資産を保有せず、利用料をトヨタファイナンシャルサービスに支払う形で活用。
● その後、九州各県で展開。プロポーザルにより九州MaaSのサービスPFにも採用決定。
● 全国のユーザ企業による開発も進み、運用・開発ともにコスト抑制につながる。

施設検索

ルート検索

思い付いたとき、すぐに
周辺のグルメや体験施設が
を検索。

交通スポット検索
見知らぬ土地でも安心！
近くの交通スポットを探して
情報（時刻表・バスロケ・
予約導線）を確認。

シングルモーダルおよび、
マルチモーダルに対応。

myステーション
毎日利用する交通の情報を
一目で確認！

myチケット
すぐに使いたいチケット
クーポンに簡単アクセス！

おでかけメモ
今度行きたい！面白そう！
美味しそう！をURL・画像
など多様な方法で保存。

おでかけ情報
思わずおでかけしたくなる
周辺のグルメやイベントの
情報を紹介

おでかけサービス
予約/利用

おでかけ先の交通や施設
チケットを予約・購入可能。

おでかけ情報 地図で探す お得におでかけ

■モビリティサービス・地域のコンテンツをつなぐ、おでかけアプリ「my route」

アライアンス＋資産を保有しないSaaSスキームで、負担軽減と持続可能性の向上を図る
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■サービスプラットフォーム ～MaaSアプリの目指すところ～

●英彦山神宮：福岡県田川郡添田町と大分県中津市の県境で、三峰からなる標高約1,200mの霊峰・英彦山。古来より神聖な山
として信仰を集めています。山伏の修験道の霊場としても有名で、日本三大修験の山（羽黒山、大峰山、英彦山）の一つです。中心
部には国指定重要文化財の英彦山神宮奉幣殿（ひこさんじんぐうほうへいでん）があり、特に秋は紅葉の名所として多くの登山
ファンが訪れます。（福岡県観光WEBクロスロード福岡より）
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↑JR日田彦山線は「運休中」
添田駅から「添田町バス」 ↑BRT彦山駅から「徒歩６０分」
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↑添田駅からは「添田町バス」は出ていない
現金のみ対応
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１９８７年３月（国鉄最後の月）
全国版時刻表

国鉄時代は、全国版時刻表に彦山駅から英彦山神宮への路線バスの路線図・時刻も掲載
全国の「みどりの窓口」できっぷ（＝周遊券）の購入も可能だった

時代の流れで輸送サービスの形が変わるのは避けられない
一方で情報・決済も切れてしまっている
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スロープカーは「交通機関」ではない
・・・今後の情報提供の課題のひとつ

九州統一サービスプラットフォームで
観光情報提供・交通機関の決済・運行情報までを

ボーダレスに提供
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● 添田駅では、列車とBRTを同一平面・対面での乗り換えが可能。
● 一部便の運行を西鉄グループ（日田バス）に委託し効率的な運行を実現。
● BRT乗り場には、起点の添田駅周辺エリアを走る西鉄路線バスも乗り入れ。交通結節機能が更に向上。

フィジカルな連携

■交通事業者間の共創（西鉄・JR九州：日田彦山線・BRT添田駅 2023.8～）

2025/2/10 産経新聞Web版
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● 西鉄・JR九州の支援により、福岡県・沿線自治体が連携した日田彦山線BRT区間の１日フリーチケットを発売。
● 沿線施設の利用特典もセット。観光によるBRTの利用促進を目指す。
● 沿線の東峰村では、“のるーと”を展開し地域の2次アクセスの整備も実施。

■交通事業者・官民の共創（西鉄・JR九州：日田彦山線・BRT 2023.8～ ）

フィジカルな連携＋デジタル活用
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1. 「“競争”から“共創”へ」 ～フィジカルなくしてデジタルなし～
＜参画会員数の拡大＞

・交通事業者を始め、協議会の趣旨に賛同頂いた新たな参画会員（※）が拡大中
・会員数 4月設立時・・・74会員→ 12月10４会員

（正会員 各県：７ 事業者・団体：64→83 賛助会員：１→12 情報連携会員：２）

２．統一サービスPF ”my route” の活用推進

＜交通事業者での活用推進＞

・開始前81券種→九州MaaS開始時約100券種→11月約130券種

・各県参画事業者で、県境や事業者をまたがる商品など積極的な活用を開始

・10月九州内 月間発売枚数 計 47,000枚超

＜アプリユーザーの拡大＞

・累計アプリダウンロード数 115万件超（2024年末）

・アプリダウンロード数 約1,０００件増／日

・アクティブユーザー 約110,000人／月

・対応言語 日・英・韓・繁体

今後も九州各地で積極的に活用を推進

３．九州一体となったプロモーション

・6/4 「第45回九州地域戦略会議」で各県知事とサービス開始日・
サービスロゴを発表

・７/31 九州内の参画交通事業者による共同PRを実施
（２３会員、４０名超が参加）

・統一ポスターを63社、約9,500枚掲出展開 ラッピングバスの運行等

・Ｙａｈｏｏ、インスタなどWeb広告の実施

・県広報誌、県政PR番組など官民一体でのＰＲ

九州MaaSの現在の取り組み状況■現在の状況
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■参画会員状況

直近の傾向・・・ ① 交通事業者は大手以外の小規模事業者も参画
② 交通事業者以外の参画増（ニモカ、大日本印刷、鹿児島トヨタ、佐賀銀行・・・など）

（正会員・県）

県　名 事業者名 事業者名 事業者名

1 福岡県 21 堀川バス株式会社 51 熊本フェリー株式会社 81 有限会社ジョイックス交通

2 佐賀県 22 九州急行バス株式会社 52 マルエーフェリー株式会社 82 株式会社ニモカ

3 長崎県 23 昭和自動車株式会社 53 マリックスライン株式会社 83 幸姫酒造株式会社

4 大分県 24 佐賀市交通局 54 第一交通産業株式会社

5 熊本県 25 祐徳自動車株式会社 55 株式会社TaKuRoo （賛助会員）
6 宮崎県 26 長崎自動車株式会社 56 ユナイテッドトヨタ熊本株式会社 事業者名

7 鹿児島県 27 長崎バス観光株式会社 57 宮崎トヨタ自動車株式会社 1 ネクスト・モビリティ株式会社

28 さいかい交通株式会社 58 日本信号株式会社 2 トヨタファイナンシャルサービス株式会社

（正会員・事業者等） 29 五島自動車株式会社 59 全日本空輸株式会社 3 日本航空株式会社

事業者名 30 長崎県交通局 60 東京海上日動火災保険株式会社 4 オリエンタルエアブリッジ株式会社

1 九州旅客鉄道株式会社 31 西肥自動車株式会社 61 株式会社ＪＴＢ 5 株式会社ソラシドエア

2 西日本鉄道株式会社 32 させぼバス株式会社 62 株式会社MaaS Tech Japan 6 鹿児島トヨタ自動車株式会社

3 筑豊電気鉄道株式会社 33 大分交通株式会社 63 一般社団法人九州経済連合会 7 Future株式会社

4 甘木鉄道株式会社 34 大交北部バス株式会社 64 一般社団法人九州観光機構 8 天草エアライン株式会社

5 平成筑豊鉄道株式会社 35 玖珠観光バス株式会社 65 unerry株式会社 9 大日本印刷株式会社

6 北九州高速鉄道株式会社 36 国東観光バス株式会社 66 福岡国際空港株式会社 10 西日本高速道路株式会社

7 島原鉄道株式会社 37 大分バス株式会社 67 株式会社Will Smart 11 株式会社佐賀銀行

8 松浦鉄道株式会社 38 大野竹田バス株式会社 68 鹿児島市交通局 12 レシップ株式会社

9 長崎電気軌道株式会社 39 臼津交通株式会社 69 鹿児島市船舶局

10 熊本電気鉄道株式会社 40 亀の井バス株式会社 70 株式会社SEEDホールディングス （情報連携会員）

11 南阿蘇鉄道株式会社 41 日田バス株式会社 71 一般社団法人EMoBIA 県　名

12 熊本市交通局 42 九州産交バス株式会社 72 あいおいニッセイ同和損害保険株式会社 1 山口県

13 西鉄バス北九州株式会社 43 産交バス株式会社 73 肥薩おれんじ鉄道株式会社 2 沖縄県

14 西鉄バス二日市株式会社 44 熊本バス株式会社 74 北九州市交通局

15 西鉄バス宗像株式会社 45 宮崎交通株式会社 75 みずほリサーチ&テクノロジーズ株式会社

16 西鉄バス筑豊株式会社 46 南国交通株式会社 76 有限会社神園交通

17 西鉄バス久留米株式会社 47 九州郵船株式会社 77 西鉄情報システム株式会社

18 西鉄バス大牟田株式会社 48 九商フェリー株式会社 78 三井住友カード株式会社

19 西鉄バス佐賀株式会社 49 五島産業汽船株式会社 79 熊本都市バス株式会社

20 JR九州バス株式会社 50 やまさ海運株式会社 80 有限会社高崎観光バス

（内訳） 2024/12/3 時点
正会員 各県 7

事業者等 83
賛助会員 12
情報連携会員 2
合計 104



30

● 協議会のつながりを最大限に活かし、各WGにおいて好事例や知見の共有を交えて実効性のある取り組みを推進。
● WGは官民参画会員の実務担当者で構成し、人材育成も目指す。各WGは月１～２回開催。

具体な取り組み例実施内容リーダーワーキンググループ名

デジチケ作成のレクチャー、
事例の共有、アプリ改修要望の集約

ボーダレス交通の実現に向けた企画乗車券（デジタル
チケット）造成の推進

九経連

具体事例や補助金情報の共有
乗り継ぎの利便性向上・インバウンド対応といった
実運用面でのボーダレス化の側面支援

西鉄

具体事例の共有・活用検討船舶を絡めた連携策の検討九経連

具体事例の共有・活用検討航空・空港を絡めた連携策の検討九経連

具体事例や補助金情報や、次世代
モビリティに関する知見の共有

ファースト/ラストワンマイルの利便性向上に向けた
次世代モビリティ等の検討・導入推進の側面支援

九経連
第一交通産業

情報解禁に向けた諸準備、
ポータルサイトの立ち上げ

対外発表、ローンチ時のPR効果最大化・PR継続JR九州

観光地や商業施設といった目的地
を絡めた連携商品の企画検討

観光・商業などの他分野連携の推進
九州観光機構

JR九州

データ連携や活用事例、実績の共有
販売・利用データの収集・分析および利活用手法の確立
運行情報のデジタル化推進

福岡県

リアルタイム運行データ整備に
向けた情報共有

Qバスサーチ廃止後の代替サービス検討西鉄

データ利活用WGデータ利活用WG

高速バス運行情報 サブWG高速バス運行情報 サブWG

プロモーションWGプロモーションWG

アプリ利活用WGアプリ利活用WG

ボーダレス推進WGボーダレス推進WG

葉の交通WG葉の交通WG

旅客船連携サブWG旅客船連携サブWG

航空・空港連携サブWG航空・空港連携サブWG

観光WG観光WG

■九州MaaS WGの開催状況
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■九州MaaS ～ナレッジの共有と水平展開 自動運転セミナーの開催～

● 国交省や九州域内で自動運転に取り組む地域コミッティを招いた自動運転セミナーを開催。
● 九州MaaS協議会だけではなく、市町村にも参加を呼びかけ。会場・オンラインで約120名が参加。

ナレッジの共有
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島原連絡乗車券 （バス・電車・船を乗り継ぎ、福岡⇔島原を結ぶ）
【交通事業者】 西日本鉄道・やまさ海運
【チケット内容】 西鉄電車（福岡（天神）～大牟田）片道乗車券、西鉄バス（大牟田駅西口～三池港）片道乗

車券、高速船三池島原ライン（三池港～島原港）片道乗船券がセット
【販売価格】 大人3,350円、小児1,680円

■九州MaaS ～交通事業者・県境を越えたサービスの展開～

● 九州MaaSのスタートで、モードを超えた連携、県を超えたサービスが実現。
● my routeの機能と、鉄道・バス・船の交通事業者連携による新たな商品も発売開始。

ボーダレスなサービス
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■九州MaaSによる交通事業者・県境を越えたサービスの展開

● 各県で事業者連携、県境を越えた商品など、ラインナップを拡大。
● 「九州の統一アプリ“my route”を活用し」「交通事業者の共創で更に便利な」「エリアを超えた広域周遊推進に

つながる商品」を発売。既存81券種に加えて、スタート時約100券種に拡大。現在は約140券種まで増加。

発売日
マルチモー
ダル

事業者跨
ぎ

県跨ぎ関係事業者チケット名称エリア

11月1日（予定）〇〇〇SUNQパス参加事業者・JR九州ALL KYUSHU PASS全九州

8月1日〇〇〇西日本鉄道・やまさ海運島原連絡乗車券福岡

8月1日佐賀市交通局佐賀空港２WAYチケット佐賀

8月1日松浦鉄道松浦鉄道二陶巡り旅佐賀

8月1日昭和自動車【SAGAサンライズパーク】パーク＆バスライド1日乗車券佐賀

7月1日〇〇長崎自動車・長崎県営バス・長崎電気軌道長崎市内バス・路面電車共通8時間フリーパス長崎

7月20日〇〇〇西肥バス・させぼバス・松浦鉄道西肥バス・させぼバス・松浦鉄道1日乗車券長崎

8月1日南阿蘇鉄道南阿蘇鉄道24時間フリーきっぷ熊本

8月1日神園交通八代市内⇔阿蘇くまもと空港片道乗車券熊本

8月1日〇〇〇熊本電気鉄道・九州産交バス・西日本鉄道熊本電鉄・ひのくに号乗継乗車券熊本

7月25日亀の井バスMy べっぷ Freeミニフリー乗車券2日券大分

7月25日亀の井バスMy べっぷ Freeワイドフリー乗車券1日券大分

7月25日亀の井バスMy べっぷ Freeワイドフリー乗車券2日券大分

8月1日〇〇宮崎交通・九州産交バス熊本～高千穂 往復乗車券宮崎

8月1日〇〇宮崎交通・九州産交バス熊本～高千穂 片道乗車券宮崎

8月1日JR九州肥薩線～指宿枕崎線１日乗り放題きっぷ鹿児島

8月1日〇〇〇南国交通・肥薩おれんじ鉄道NORTH SATSUMA GREAT PASS鹿児島

8月1日南国交通南国交通１日乗車券鹿児島
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＜各エリアでの展開・県交通政策との連携＞

・本年度初めてサービスを開始した鹿児島県においても、新規参画事業者での活用が拡大

・鹿児島県の交通政策と連携した、閑散線区の利用活性化を目的に設定したJR九州「肥薩
線～指宿枕崎線1日乗り放題きっぷ」は、デジタル化の効果もあり、予定発売枚数500枚を
即日完売。県は新たな財源を確保し、追加発売。

・佐賀県では、国スポ応援者・競技者等の県内での観光周遊を促すため、県内全路線バス
24時間乗り放題（1,500円）チケットを発売。
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■ALL KYUSHU PASS

＜JR九州路線効力 概要＞
・九州一円のJR九州在来線（山陽本線（門司-下関間）を
除く）全線および九州新幹線・西九州新幹線の自由席が
乗り放題

● 九州各県への移動と消費を促すため、SUNQパスにJR九州線を周遊できる効力を組み合わせた商品を発売
● 九州全域のバスと一部船舶、鉄道を利用できるインバウンド向け周遊チケット。
● 有効期間は10日。SUNQパス3日分、JR線3日分をセットして、有効期間内の任意の日で利用可能。
● 発売プラットフォーム ⇒「my route」アプリ／リンクティビティ：販売サイト・提携海外旅行代理店
● 2024年１１月１日発売開始

＜SUNQパス効力 概要＞
・九州+下関・長門の高速バス・一般路線バス・一部船舶が
乗り放題となるフリーパス乗車券

・46のバス・船舶事業者が参画
（自治体さまが運営するバス・船舶もあり）

＜JR九州路線効力 概要＞
・九州一円のJR九州在来線（山陽本線（門司-下関間）を
除く）全線および九州新幹線・西九州新幹線の自由席が
乗り放題

ボーダレスなサービス・広域周遊推進
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●JTBが九州MaaSの一環として企画・発売
●「ALL KYUSHU PASS」発売に合わせ、九州内主要観光施設29施設に入場できる「Enjoy! Kyushu Pass」
を発売。広域周遊の促進を目指す。
●「my route」とも連携 スマホに表示したQRコードで入場が可能となるシステムを導入
●交通サービス連携などを進める。

■ALL KYUSHU PASS＋観光周遊

ボーダレスなサービス・広域周遊推進・移動目的との連携
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■フィジカル連携＋デジタル活用＋自動運転 ～北九州空港エリアでの動き～

● 北九州市・西鉄・JR九州が連携して空港アクセスの改善を目指す取り組みを開始
● 自動運転実証なども組み合わせ、将来に向けた動きが進む

ボーダレスなサービス・デジタル活用



38

■国の交通政策「地域交通の『リ・デザイン』」と「九州MaaS」

九州MaaSは、地域交通の「リ・デザイン」を、九州広域・官民一体で取り組む。

2023年10月1日
地域公共交通の「リ・デザイン」に向けた

改正地域交通法が施行
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■「九州MaaS」の今後

目指すのは厳しい環境下にある地域交通の「リ・デザイン」と「観光の利便性向上」

MaaSのゴールはアプリの導入ではない。
フィジカル＋デジタルで地域交通を持続可能な形に“リ・デザイン”し、観光需要にも応えられる環境の整備を！

MaaSのカギは「共創」。交通事業者のみの取り組みにあらず。

交通事業者・観光業界・商業・行政などがつながる「裾野が広い」取り組み
だからこそ「官民の共創」＋「交通事業者相互間の共創」＋「他分野を含めた共創」が必要

「持続可能性」を高めるためにも九州が一体となった「九州MaaS」の成功を！

エリアごとにバラバラな取り組みでは利用者にも不便なだけでなく、オペレーションも非効率

九州観光の地域間競争力の向上のためにも、九州が一体となった取り組みが必要

2024年度は設立フェーズ。
今後は、九州の地域交通の活性化・持続可能性の向上を目指す「連携のプラットフォーム」として

・観光・商業・イベントなど、移動目的となる交通以外の分野（エンドコンテンツ）との連携の拡大・促進
・コミュニティバス・乗合タクシー・AIオンデマンド交通・公共ライドシェアなど、「交通空白」解消を
目指す新たなモビリティとの連携

など、新たな領域のチャレンジも進めていきたいと考えています。


